
［給付様式35-①］

賃貸借契約証明書（個人間）
兼居住証明書

※ 居住証明書として使用する場合は、賃貸借契約書上の借主を記載してください。

知人宅を間借りしている等で賃貸借契約書が発行されない場合は、家主と契約を行った人物を記載してください。

契約期間：

特記事項：

※

※ 賃貸借契約書上の貸主（知人宅を間借りしている等で賃貸借契約書が発行されない場合は家主）

が証明して下さい。

貸主：

住所：

連絡先電話番号：

①いつから、②奨学生本人が生計維持者とは別居であるのかの2点がわかるように特記事項に記載してください。

     上記の契約者が私（貸主）と賃貸借契約を締結していること、および

     当該物件に入居者が入居していることを証明します。

西暦 年 月 日

日

賃料：  円／月

 生計維持者と奨学生本人の別居を証明するために作成する場合

終期：西暦 年 月

入居者：

始期：西暦 年 月 日

日本学生支援機構提出用

※ご記入いただいた情報は給付奨学金の自宅外通学申請に対する審査のみに使用します。

所在地：

物件名：

契約者：

印
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